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C 6186：2020 (IEC 61315：2019) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

光産業技術振興協会（OITDA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS C 6186:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 6186：2020 
 (IEC 61315：2019) 

光ファイバ用光パワーメータ校正方法 

Calibration of fiber optic power meters 

 

序文 

この規格は，2019 年に第 3 版として発行された IEC 61315 を基に，技術的内容及び対応国際規格の構成

を変更することなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

光ファイバ用光パワーメータは，光ファイバ用光源から出力される光パワーをできるだけ正確に測定す

るように設計されている。その性能は，校正手順の品質に大きく依存する。他の種類の測定器と比較する

と，光ファイバ用光パワーメータによる測定結果は，通常，多くの測定条件に依存する。校正手順上の測

定条件を校正条件という。校正条件を明確に記載することが，校正においては不可欠である。 

この規格では，校正条件を明らかにし，校正を実行し，不確かさを計算し，不確かさ，校正条件及びト

レーサビリティを報告するまでの全ての校正手順を各段階にわたって規定している。 

光パワーの絶対値の校正では，入力光パワーと光パワーメータの指示値との相関の決定法を示す。その

相関を表す比例定数を補正係数という。補正係数の測定の不確かさは，附属書 A に規定するように，参照

標準器，被校正器，測定系の構成及び測定手順を総合的に組み合わせて求める。 

補正係数の測定の不確かさを計算によって求めるためには，それぞれの要素の不確かさを細かく分析す

ることになるが，次の点を考慮することが重要である。 

a) 不確かさの幾つかは，経験に基づくタイプ B の評価である。 

b) 詳細な不確かさの解析は，各型番の被校正光パワーメータについて，通常，一度だけ行う。その後の

全ての校正においては，タイプ A 測定の寄与を適切に評価すれば，他の要因については，通常，当初

の評価結果を用いる。 

c) 幾つかの不確かさについては，実質的に無視できる値として，単純にチェックリストの一部とみなす。 

箇条 5 は，光パワーの絶対値の校正を規定し，この規格を参照する校正を報告するのに必須である。 

箇条 6 は，参照条件又は動作条件における，校正済みの光パワーメータの測定不確かさの評価について

規定している。不確かさは，5.4 で計算する光パワーメータの校正不確かさ，校正条件及びその校正条件へ

の依存性によって決まる。この不確かさの評価は，通常，光パワーメータの製造業者が光パワーメータの

仕様を決めるために行うもので，この規格では，この不確かさの評価を報告することは必須ではない。こ

の不確かさの原因の一つである非直線性の校正は，別の校正で求める（箇条 7 参照）。 

 

1 適用範囲 

この規格は，校正機関又は光パワーメータの製造業者が行う，光伝送用に用いる一般的な光源から放射

した光パワーを測定する光パワーメータの校正方法について規定する。これらの光源には，レーザダイオ

ード，発光ダイオード（LED）及び光ファイバ出力の光源を含む。拡散光及び平行ビーム光の両方を取り


